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６　吉原重美：喘息診療実践ガイドライン2024．一般社団法人日本喘息学会喘息診療実践ガイ
ドライン作成委員会作成，協和企画，東京, 2024.

７　吉原重美：日本におけるニルセビマブの使用に関するコンセンサスガイドライン．日本小
児科学会HP，2024.

８　吉原重美：RSウイルス母子免疫ワクチンに関する考え方．日本小児科学会HP，2024.

　【研究報告等】
１　白石秀明：インドネシアでの、てんかん診療の質向上をめざしたデジタル脳波のワイドバ

ンド成分の記録解析普及の実装研究．国立研究開発法人日本医療研究開発機構　地球規模
保健課題解決推進のための研究事業，池田昭夫，2024.

２　白石秀明：小児四肢疼痛発作症の就学・就労支援マニュアルの作成のための調査研究．厚
生労働科学研究費　難治性疾患政策研究事業，高橋勉，2024.

３　白石秀明：希少てんかんの診療指針と包括医療の研究．厚生労働科学研究費　難治性疾患
政策研究事業，今井克美，2024.

４　白石秀明：ハイパースキャニングを用いたコミュニケーション障害機序の解明．令和3年
度〜令和7年度科学研究費助成事業基盤研究C，柳生一自，2024.

５　吉原重美：過敏性肺炎の全国疫学調査と疾患進行抑制のためのエクスポソーム研究．国立研
究開発法人日本医療研究開発機構　免疫アレルギー疾患実用化研究事業，宮崎泰成，2024.

６　吉原重美：乳児期における母子の口腔内細菌叢解析と革新的小児アレルギー予防研究．令
和6年度～令和9年度科学研究費助成事業基盤研究C，久保良美，2024.

学会発表
　【国際学会他】
１　Shiraishi H: Status of treatment for epilepsy. Beijing Pediatric Neurology International 
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Forum 2024  Beijing (online) 2024, 4.
２　加藤正也，宮本学，安藤裕輔，藤田雄治，吉原重美：Sublingual-swallow immunotherapy 

was effective and safe in severe cow’s milk protein allergy:a pediatric case. Japan-
Taiwan-Korea Pediatric Allergy Symposium 2024　名古屋　2024, 4.

３　伊藤クライド文明，中山元子，Dondog Agiimaa, Bandi Solongo, Munkhbayarlakh 
Sonomjamts, 吉原重美：The prevlence rates and possible risk factors of pediatric allergic 
rhinitis in 2009 and 2021 in chirdren living in Ulaanbaatar, Mongolia. Japan-Taiwan-Korea 
Pediatric Allergy Symposium 2024　名古屋　2024, 4.

４　Abid Hamid， 安 藤 裕 輔， 宮 本 学， 吉 原 重 美：Using a survey,analyzing the current 
situation of allergic march in elementary and junior high school students of Oyama and 
Tochigi cities, Japan. Japan-Taiwan-Korea Pediatric Allergy Symposium 2024　名古屋 
2024, 4.

５　Osone S, Fukushima K, Mori N, Ishihara T, Sakaguchi H, Suenobu S, Sato A, Okamoto 
Y, Tanaka K, Maeda M, Kamibeppu K: Psychosis-related adverse events in pediatric 
patients with acute lymphoblastic leukemia during dexamethasone-incorporated 
treatment in Japan. Multinational Association of Supportive Care in Cancer 2024 Annual 
Meeting　Lille　2024, 6.

６　Yoshihara S: Food allergy and anaphylaxis in children. Mongolian Society of Allergology 
Masterclass on Pediatric Allergy　Ulaanbaatar　2024, 10.

　【国内学会他】
１　吉原重美：最近の小児アトピー性皮膚炎の治療戦略．栃木県小児科医会学術講演会　宇都

宮・Web　2024, 1.
２　福島啓太郎：生物学的製剤の皮下注での皮膚局所症状．第4回栃木小児自己炎症・免疫疾

患懇話会　Web　2024, 2.
３　宮本学：乳幼児喘息．第10回総合アレルギー講習会　横浜・Web　2024, 3.
４　吉原伸弥，安藤裕輔，吉原重美：Modified pulmonary index scoreや各種質問紙を使用し

た気管支喘息急性増悪時の評価方法．第10回総合アレルギー講習会　横浜・Web　2024, 3.
５　吉原重美：小児気管支喘息．第10回総合アレルギー講習会　横浜・Web　2024, 3.
６　髙栁文貴，吉原重美：気道過敏性運動誘発．第10回総合アレルギー講習会　横浜・Web　

2024, 3.
７　加納優治，吉原重美：当院における最近4年間の神経性やせ症の入院症例　経管栄養を行

わない再栄養療法．第161回日本小児科学会栃木県地方会　壬生　2024, 3.
８　小森慈海，小川美織，石井純平，吉原重美：こころの入院患者に携わる小児科病棟スタッ

フへのアンケートとその考察．第161回日本小児科学会栃木県地方会　壬生　2024, 3.
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９　人見浩亮，藤田雄治，金子苑永，濵田裕史，渡邊峻，渡部功之，今高城治，鈴木完，吉原
重美：周期性嘔吐症候群の発作予防にバルプロ酸内服が有効であった8歳重症心身障害児
例．第161回日本小児科学会栃木県地方会　壬生　2024, 3.

10　金子苑永，長沼純子，奥谷真由子，石川洵，黒﨑和典，宇塚岳夫，小山さとみ，佐藤雄也，
吉原重美：成長曲線作成が診断の一助となった2例．第161回日本小児科学会栃木県地方会　
壬生　2024, 3.

11　鈴村宏，深美悟，吉原重美：先天性難聴または若年発症型両側性感音難聴に対する遺伝子
解析．第161回日本小児科学会栃木県地方会　壬生　2024, 3.

12　平尾憲，宮本学，白川喜之，櫻井亮佑，大髙智博，小森慈海，菅原沙織，梶谷さゆり，加
藤正也，渡部功之，渡邊峻，畑中政博，鈴木完，桑島成子，鈴村宏，吉原重美：小腸閉鎖
術後に消化管アレルギーと腸内細菌異常増殖症（SIBO）が合併した低出生体重児の1例．
第161回日本小児科学会栃木県地方会　壬生　2024, 3.

13　山田裕美，吉原重美：当診療所で診断した卵黄による食物蛋白誘発胃腸症（Food protein-
induced enterocolitis syndrome：FPIES）の臨床的特徴．第161回日本小児科学会栃木県
地方会　壬生　2024, 3.

14　福島啓太郎：栃木県における2023年シーズンのRSウイルス流行を振り返り，2024年シー
ズンへの対策を考える．栃木県パリビズマブ懇話会2024　Web　2024, 3.

15　加藤正也：食物アレルギー・アナフィラキシー．栃木県アレルギー疾患研修会　宇都宮・
Web　2024, 3.

16　宮本学：アトピー性皮膚炎．栃木県アレルギー疾患研修会　宇都宮・Web　2024, 3.
17　吉原重美：小児アトピー性皮膚炎の疾病負荷を考慮した早期介入．第9回栃木アレルギー

連携フォーラム　Web　2024, 3.
18　藤田雄治，熊谷秀規，山口岳史，鈴木完，石田和之，明本由衣，吉原重美：難治性痔瘻に

部分経腸栄養療法が有効であったクローン病の3歳男児．第24回日本小児IBD研究会学術
集会　さいたま　2024, 3.

19　飯田美穂，石井純平，菅原沙織，有賀信一郎，國分文香，関根佳織，宮本健志，坪井龍生，
吉原重美：麻痺性イレウスを合併し，一過性冠動脈拡張を認めた難治性川崎病の1例．第
20回栃木県川崎病研究会　Web　2024, 3.

20　後藤健，平松泰好，木村修平，中久保佐千子，鳴神雅史，中島翠，朝比奈直子，植田佑樹，
江川潔，小杉山清隆，白石秀明，真部淳，小林徳雄：多発する筋炎様症状を契機に診断に至っ
た進行性骨化性線維異形成症の1例．第40回日本小児神経学会北海道地方会　札幌　2024, 3.

21　佐藤雄也，杉田憲一，吉原重美，粂川久美子，細山あい，大塚知子，竹澤恵美子：発達障
害を持った血友病A患者2例の治療マネージメントの経験．第127回日本小児科学会学術集
会　福岡・Web　2024, 4.

22　吉原伸弥，吉原重美：ヒトパレコウイルス感染症の診断におけるFilmArray髄膜炎・脳炎
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パネルの血清応用．第127回日本小児科学会学術集会　福岡・Web　2024, 4.
23　湯浅尚紀，藤田雄治，増山由丹，滝瀬由吏江，中島逸男，野沢友美，石田和之，桑島成子，

吉原重美：Hairy polypによる哺乳不良と呼吸障害をきたした口蓋裂の1ヵ月女児．第127
回日本小児科学会学術集会　福岡・Web　2024, 4.

24　吉原重美：学校でのアレルギー疾患に対する現状と対応．第40回日本臨床皮膚科医会総
会・臨床学術大会　宇都宮・Web　2024, 4.

25　吉原重美：小児の咳嗽治療戦略について　咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2024を踏まえて．
第64回日本呼吸器学会学術講演会　横浜　2024, 4.

26　岡本師，花房真理子，安部豪眞，島村貴史，伊藤優，坂東政司，須田隆文，冨岡洋海，藤
原武男，小田嶋博，吉原重美，高瀬眞人，宮崎泰成：びまん性肺疾患　過敏性肺炎　過敏
性肺炎の全国疫学調査．第64回日本呼吸器学会学術講演会　横浜　2024, 4.

27　吉原重美：新生児・乳幼児におけるRSウイルス感染症の疾病負荷と予防の重要性．第76
回日本産科婦人科学会学術講演会　横浜・Web　2024, 4.

28　白石秀明：理想のてんかん治療を目指して．第27回てんかん包括医療東北研究会　仙台　
2024, 5.

29　白石秀明：てんかん症例に対する経皮的耳介迷走神経刺激療法の開発．第66回日本小児神
経学会学術集会　名古屋　2024, 5.

30　白石秀明：てんかん治療の最新動向．第66回日本小児神経学会学術集会　名古屋　2024, 5.
31　阿久津晃，藤田雄治，人見浩亮，髙栁文貴，安藤裕輔，今高城治，吉原重美：低用量

ACTH療法を契機に蛋白漏出性胃腸症を呈したWest症候群の乳児．第66回日本小児神経
学会学術集会　名古屋　2024, 5.

32　中川栄二，遠山潤，吉良龍太郎，植松貢，岡崎伸，白石秀明，村松一洋，糸見和也，小沼
淳一，竹内真一郎，塚原喜久男，今井克美：てんかん重積状態もしくはそのリスクを有す
る日本人小児患者に対するジアゼパム点鼻液の第3相多施設共同非盲検試験．第66回日本
小児神経学会学術集会　名古屋　2024, 5.

33　平松泰好，中島翠，竹内文也，後藤健，木村修平，中久保佐千子，鳴神雅史，植田佑樹，
江川潔，白石秀明：Advanced dynamic statistical parametric mapping（AdSPM）を用
いたMRI陰性FCD 2型の局在診断．第66回日本小児神経学会学術集会　名古屋　2024, 5.

34　藤田雄治：分子標的薬がもたらした小児アトピー性皮膚炎診療の変化と課題～獨協医科大
学病院アレルギーセンターの取り組み～．第30回栃木県小児アレルギー・感染免疫研究会
学術講演会　宇都宮　2024, 5.

35　藤田雄治，菅谷武史，阿部圭一朗，富永圭一，石田和，吉原重美：Collagenous gastritis
の小児例．第107回日本消化器内視鏡学会総会　東京　2024, 5.

36　宮本学，吉原重美：ザリガニ調理中の茹で蒸気によりアナフィラキシーを生じた5歳男児．
第54回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会　東京　2024, 5.
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37　荻野恵，入江澄子，鎌田悠子，松寺翔太郎，渡邊峻，畑中政博，鈴木完，今高城治，吉原
重美，小嶋一幸：切除不能神経線維腫に対するセルメチニブ（コセルゴ）の使用経験．第
61回日本小児外科学会学術集会　福岡・Web　2024, 5.

38　白石秀明：小児科から診た神経線維腫症1型と叢状神経線維腫．第71回日本小児保健協会
学術集会　札幌　2024, 6.

39　加藤正也：小児アトピー性皮膚炎における外用指導のコツ．アトピー性皮膚炎講演会　宇
都宮・Web　2024, 6.

40　加藤正也，金子苑永，湯浅尚紀，吉原伸弥，梶谷さゆり，宮本学，藤田雄治，吉原重美：
アトピー性皮膚炎に伴う痒疹結節に対して1群ステロイド外用薬を安全に使用した9歳男
児．第11回日本アレルギー学会関東地方会　東京・Web　2024, 6.

41　吉原重美：小児アレルギー疾患の発症予防と最新治療．第216回宇都宮市医師会/NHO栃
木医療センター合同医療セミナー　Web　2024, 6.

42　平松泰好，中島翠，竹内文也，後藤健，木村修平，中久保佐千子，鳴神雅史，植田佑樹，
江川潔，白石秀明：Advanced dynamic statistical parametric mapping（AdSPM）を用
いたMRI陰性Focal cortical dysplasia（FCD）の局在診断．第39回日本生体磁気学会大会　
千葉　2024, 6.

43　白石秀明：レノックス・ガストー症候群の定義と典型例．Web講演会　一人で診ないてん
かん診療のすゝめ－専門医でも悩むレノックス・ガストー症候群の診断と治療－　Web　
2024, 7.

44　白石秀明：てんかん治療にまつわる最近の話題．第22回全国てんかんリハビリテーション
研究会　名古屋　2024, 7.

45　吉原伸弥，藤田雄治，黒﨑和典，野村好平，安藤裕輔，石井純平，宮本健志，今高城治，
吉原重美：血漿交換療法が有効であった抗NMDA受容体脳炎の12歳男子．第162回日本小
児科学会栃木県地方会　真岡　2024, 7.

46　湯浅尚紀，藤田雄治，黒﨑和典，小森慈海，菅原沙織，梶谷さゆり，髙岩由哉，小川美織，
石井純平，福島啓太郎，白石秀明：乾燥自覚症状を欠き，腺外症状を初発症状とした原発
性シェーグレン症候群の13歳女子．第162回日本小児科学会栃木県地方会　真岡　2024, 7.

47　櫻井亮佑，藤田雄治，今高城治，鈴木淳志，桑島成子，松田葉月，石田和之，桝井裕之，
津久井瑞江，柴田映道，吉原重美：歩行障害から抗NXP2抗体陽性若年性皮膚筋炎の診断
に至った重度の偏食を有する自閉スペクトラム症の女児．第162回日本小児科学会栃木県
地方会　真岡　2024, 7.

48　谷口有寿佳，加納優治，飯田美穂，石﨑郁絵，大村翔平，竹田圭恵，小川美織，石井純平，
鈴木完，白石秀明：尿路感染症合併の急性精巣上体炎に後部尿道弁を認めた乳児例．第
162回日本小児科学会栃木県地方会　真岡　2024, 7.

49　渡邉千絢，宮本学，島野浩樹，今谷魁志，人見浩亮，石﨑郁絵，斎藤愛美，菅原沙織，梶
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谷さゆり，加藤正也，渡部功之，鈴村宏，白石秀明：気管挿管時に喉頭痙攣を生じた超低
出生体重児の女児．第162回日本小児科学会栃木県地方会　真岡　2024, 7.

50　宮本学：繰り返す小児喘鳴の診かた　そのゼイゼイ，本当に喘息ですか？．第19回日本小
児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　伊勢　2024, 7.

51　宮本学：eラーニングの今後．第40回日本小児臨床アレルギー学会学術大会　大阪・Web　
2024, 7.

52　宮本学，吉原伸弥，細山あい，髙栁文貴，藤田雄治，加藤正也，長沼純子，吉原重美：ア
トピー性皮膚炎の再寛解導入中に一過性下垂体−副腎機能抑制を生じた6歳男児．第40回
日本小児臨床アレルギー学会学術大会　大阪・Web　2024, 7.

53　湯浅尚紀，宮本学，石井純平，吉原重美：早期に耐性を獲得した大豆Food protein 
induced enterocolitis syndromeの乳児例．第40回日本小児臨床アレルギー学会学術大会　
大阪・Web　2024, 7.

54　荒井一徳，宮本学，吉原伸弥，寺師義英，吉原重美，寺田明彦，福田啓伸，渡邉直人：質
問紙法を用いたCOVID-19流行初期の休校/休園・外出自粛が小児に与えた影響　アレル
ギー疾患の有無による比較検討．第40回日本小児臨床アレルギー学会学術大会　大阪・
Web　2024, 7.

55　荒井一徳，宮本学，吉原伸弥，寺師義英，吉原重美，寺田明彦，福田啓伸，渡邉直人：質
問紙法を用いたCOVID-19流行初期の休校/休園・外出自粛が小児に与えた影響の男女差
の検討．第40回日本小児臨床アレルギー学会学術大会　大阪・Web　2024, 7.

56　玉村尚子，横山由美，吉原重美：小児アレルギーエデュケーターが実施している保育士
を対象とした研修会の現状と課題．第40回日本小児臨床アレルギー学会学術大会　大阪・
Web　2024, 7.

57　藤田雄治，松下貴史，佐藤恵美，吉原重美：治療前にESLIA法による抗TIF1γ抗体が一過
性に陰性化した若年性皮膚筋炎の1例．第48回日本小児皮膚科学会学術大会　東京　2024, 
7.

58　宮本学：小児気管支喘息の重症化．第5回日本喘息学会総会学術大会　大阪　2024, 7.
59　吉原重美：ウイルス感染と喘息最新の話題．第5回日本喘息学会総会学術大会　大阪　

2024, 7.
60　梶谷さゆり，宮本学，白川喜之，平尾憲，大髙智博，小森慈海，菅原沙織，藤田雄治，加

藤正也，渡部功之，鈴村宏，松田知実，高橋努，吉原重美：FilmArray髄膜炎・脳炎パネ
ルが偽陰性となったリステリア髄膜炎の新生児．第60回日本周産期・新生児医学会学術集
会　大阪・Web　2024, 7.

61　菅原沙織，関根佳織，飯田美穂，石井純平，國分文香，有賀信一郎，宮本健志，鈴村宏，
吉原重美：当院NICUに入院した胎児期・新生児期における不整脈の転帰について．第60
回日本小児循環器学会総会・学術集会　福岡　2024, 7.
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62　飯田美穂，石井純平，櫻井亮佑，菅原沙織，有賀信一郎，國分文香，宮本健志，関根佳織，
坪井龍生，吉原重美：川崎病とMultiplex PCR法を用いた感染症の関連についての検討．
第60回日本小児循環器学会総会・学術集会　福岡　2024, 7.

63　白石秀明：小児てんかん症候群と治療戦略．てんかん診療セミナー in 宮崎　宮崎　2024, 8.
64　白石秀明：てんかん治療に対するニューロモデュレーション療法．第35回臨床神経⽣理研

究会（九州）　佐賀・Web　2024, 8.
65　吉原重美：小児アトピー性皮膚炎における最新の治療戦略．第1回小児科医会学術講演会　

壬生・Web　2024, 8.
66　吉原重美：アレルギー診療における最近のトピックス．第52回西日本小児アレルギー研究

会　福岡　2024, 8.
67　吉原重美：小児アレルギー疾患の最新の治療と話題．第90回臨床アレルギー研究会　東京　

2024, 8.
68　杉山洋平，小貫孝則，田鹿牧子，志村優，市本景子，鶴岡智子，海老原知博，白石秀明，

村山圭：Non-mitochondrial leigh diseaseにおける先天代謝異常症．第51回日本マス・ス
クリーニング学会学術集会　熊本　2024, 8.

69　白石秀明：てんかん診療における精神科医への期待　小児科から精神科への期待．第57回
日本てんかん学会学術集会　福岡・Web　2024, 9.

70　白石秀明：てんかん発作症候学　ビデオケースセッション　小児疾患．第57回日本てんか
ん学会学術集会　福岡・Web　2024, 9.

71　白石秀明：理想的な抗てんかん剤治療と今後への期待．第57回日本てんかん学会学術集会　
福岡・Web　2024, 9.

72　山内秀雄，白石秀明，Hannah Connolly，Gregor Gibson，Charlotte Nortvedt，Jamshaed 
Siddiqui，Hema N. Viswanathan，Kishan Vyas，Junji Lin：Lennox-Gastaut症 候 群 と
Dravet症候群における患者の特徴と治療パターン　日本における医師報告データからの
エビデンス（Patient characteristics and treatment patterns in Lennox-Gastaut syndrome 
and dravet syndrome: Real-world evidence from physician-reported data in Japan）．第
57回日本てんかん学会学術集会　福岡・Web　2024, 9.

73　藤田雄治：重度の神経学的後遺症を残した原発性中枢神経系血管炎（PACNS）の小児例．
第5回栃木小児自己炎症・免疫疾患懇話会　Web　2024, 9.

74　宮本学，白石秀明，吉原重美：気管支喘息に中葉症候群を合併した1歳5ヵ月の女児．第56
回日本小児呼吸器学会　浦安・Web　2024, 9.

75　海賀千波，宮本学，吉原重美，只木弘美，倉持由，松下天志，柴田真由子，香川貴宣，坂
間隆，高倉広充，平井康太，古屋博之，新村文男，加藤政彦，望月博之：COVID-19パン
デミックに関連した気道感染症の減少が乳幼児の喘息発症に与える影響．第56回日本小児
呼吸器学会　浦安・Web　2024, 9.
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76　吉原重美：アトピー性皮膚炎の新時代 ～小児ADの寛解をめざして～．第5回日本アレル
ギー学会北海道支部地方会　札幌　2024, 9.

77　吉原重美：JAK阻害外用薬による小児アトピー性皮膚炎治療の実際．栃木県小児アレル
ギー疾患セミナー　宇都宮　2024, 9.

78　田内花音，宮本学，藤田雄治，小寺義男，吉原重美，曽川一幸：イヌアレルギーにおけ
る新規アレルゲンタンパク質の解析．第49回日本医用マススペクトル学会年会　京都　
2024, 9.

79　中島萌，宮本学，藤田雄治，吉原重美，曽川一幸：汗アレルギーにおける新規アレルゲン
タンパク質解析．第49回日本医用マススペクトル学会年会　京都　2024, 9.

80　田崎彩花，藤田雄治，宮本学，小寺義男，吉原重美，曽川一幸：ウサギアレルギーにお
ける新規アレルゲンタンパク質の同定．第49回日本医用マススペクトル学会年会　京都 　
2024, 9.

81　貞木駿吏，宮本学，藤田雄治，小寺義男，吉原重美，曽川一幸：かまぼこアレルギーにお
ける新規アレルゲンタンパク質の解析．第49回日本医用マススペクトル学会年会　京都　
2024, 9.

82　白石秀明：小児てんかん症候群と治療戦略　～ペランパネルの使用経験と可能性を中心に
～．第54回日本臨床神経生理学会学術大会　札幌　2024, 10.

83　平松泰好，中島翠，竹内文也，山田聡，後藤健，中久保佐千子，植田佑樹，白石秀明，江川潔：
Advanced dynamic statistical parametric mapping（AdSPM） を 用 い たMRI-negative 
Focal cortical dysplasia（FCD）type IIの局在診断．第54回日本臨床神経生理学会学術大
会　札幌　2024, 10.

84　白石秀明：小児のてんかん診断と治療～自然終息性てんかんの治療介入の意義～．第7回
Epilepsy Forum in Sapporo　札幌　2024, 10.

85　加藤正也：小児科からみた花粉−食物アレルギー症候群．第73回日本アレルギー学会学術
大会　京都　2024, 10.

86　藤田雄治，富永圭一，金澤美真理，石毛崇，神保圭佑，明本由衣，吉原重美：メポリズマ
ブを使用した消化管炎症を伴う好酸球性多発血管炎性肉芽腫症と考えられる小児例．第73
回日本アレルギー学会学術大会　京都　2024, 10.

87　宮本学，加藤正也，吉原重美：口腔アレルギー症候群・消化管アレルギー　味噌の食物経
口負荷試験で陽性となった大豆FPIESの乳児．第73回日本アレルギー学会学術大会　京都　
2024, 10.

88　吉原重美：小児慢性咳嗽の診断と治療．第73回日本アレルギー学会学術大会　京都　
2024, 10.

89　吉原重美，板澤寿子，滝沢琢己，中野泰至，林大輔，竹内洋史，山田佳之：本邦における
小児気管支喘息実態調査（2023年）からみた喘息コントロール状況の検討．第73回日本ア
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レルギー学会学術大会　京都　2024, 10.
90　清木香里，林大輔，板澤寿子，滝沢琢己，中野泰至，山田佳之，竹内洋史，吉原重美：小

児気管支喘息患者の検査実施率．第73回日本アレルギー学会学術大会　京都　2024, 10.
91　林大輔，白川清吾，加藤正也，多田有美，原モナミ，平口雪子，黒田勇二， 三浦克志，野

口恵美子，竹田一則，増田敬，日高大介，吉原重美：食物アレルギー：感作・予後・病態　
人工乳の使用期間と生後12ヵ月の乳・卵抗原感作．第73回日本アレルギー学会学術大会　
京都　2024, 10.

92　長瀬洋之，原田紀宏，手塚純一郎，吉原重美，足立雄一，永田真，新実彰男，山口正雄：
喘息の臨床的寛解　JGL 2024の見解．第73回日本アレルギー学会学術大会　京都　2024, 
10.

93　藤田雄治，斉田沙佑美，野村好平，佐藤雄也，今高城治，桑島成子，宇塚岳夫，松田葉月，
石田和之，濱口眞衣，大沼広樹，池田啓，松木充，吉原重美，白石秀明：重度の神経学
的後遺症を残したグルココルチコイド抵抗性の原発性中枢神経系血管炎（PACNS）の小児
例．第33回日本小児リウマチ学会総会・学術集会　京都　2024, 10.

94　藤田雄治，菅谷武史，湯村千尚，阿部圭一朗，富永圭一，鎌田悠子，石田和之，白石秀明：
Incomplete collagenous colitisを合併したと考えられるcollagenous gastritisの小児例．第
51回日本小児栄養消化器肝臓学会学術集会　東京　2024, 10.

95　櫻井亮佑，石井純平，飯田美穂，菅原沙織，有賀信一郎，國分文香，宮本健志，関根佳織，
白石秀明：当院における外科的介入を要する急性腹症を合併した川崎病の検討．第44回日
本川崎病学会・学術集会　東京　2024, 10.

96　吉原重美：アトピー性皮膚炎治療の新時代～小児ADの全身療法～．第76回中国四国小児
科学会　山口　2024, 10.

97　江尻夏樹，関根佳織，薄根美咲，白沢吏加，櫻井亮佑，飯田美穂，菅原沙織，石井純平，
今野佐智代，竹川英宏：当院における小児Global longitudinal strain (GLS) の検討．日本
超音波医学会第36回関東甲信越地方会学術集会　東京　2024, 10.

98　原モナミ，林大輔，鈴木寿人，白川清吾，加藤正也，多田有，平口雪子，黒田勇二，三浦
克志，野口恵美子，竹田一則，増田敬，日高大介，吉原重美，高田英俊：乳児期の人工乳
摂取は腸内細菌叢に影響しアレルギー性炎症を抑制する．第52回日本臨床免疫学会総会　
東京　2024, 10.

99　白石秀明：次世代ラセタム系ASMブリィビアクトへの期待．第49回名古屋サイコソーシ
ャルリハビリテーション学術講演会　名古屋　2024, 11.

100 藤田雄治，福田暁子，五十嵐美歌，野村好平，吉原伸弥，阿久津晃，石井とも，山口禎夫，
白石秀明：IL-18が診断に有用であった全身型若年性特発性関節炎の2歳女児．第163回日
本小児科学会栃木県地方会　下野　2024, 11.

101 阿久津晃，人見浩亮，吉原伸弥，安藤裕輔，髙栁文貴，藤田雄治，今高城治，吉原重美，
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白石秀明：初期症状として一過性に発話障害を認めたもやもや病の8歳女児．第163回日本
小児科学会栃木県地方会　下野　2024, 11.

102 平泉泰琳，山城一輝，中馬和也，津浦海里，福山隆博，斉田沙佑美，若松早穂，辺士名貢，
佐々木彩花，水野風音，藤田雄治，水野裕介，尾原健太郎，高橋努：血球貪食性リンパ組
織球症を合併した菊池病の1例．第163回日本小児科学会栃木県地方会下野　2024, 11.

103 加藤正也，井川健，金子苑永，湯浅尚紀，吉原伸弥，梶谷さゆり，宮本学，安藤裕輔，藤
田雄治，白石秀明，吉原重美：痒疹結節を伴うアトピー性皮膚炎にネモリズマブが奏功し
た13歳女子例．第61回日本小児アレルギー学会学術大会　名古屋　2024, 11.

104 梶谷さゆり，宮本学，白石秀明，吉原重美：アサリによるFood protein-induced enterocolitis 
syndromeの1例．第61回日本小児アレルギー学会学術大会　名古屋　2024, 11.

105 林大輔，白川清吾，加藤正也，多田有美，原モナミ，平口雪子，宮本学，黒田勇二，三
浦克志，野口恵美子，竹田一則，増田敬，日高大介，吉原重美：人工乳の使用期間の違い
による牛乳アレルギー発症頻度の比較．第61回日本小児アレルギー学会学術大会　名古屋　
2024, 11.

106 原モナミ，林大輔，白川清吾，加藤正也，多田有美，平口雪子，黒田勇二，三浦克志，野
口恵美子，竹田一則，増田敬，日高大介，吉原重美，高田英俊：乳児期早期の人工乳摂取
は生後12ヵ月のアレルギー性炎症を抑制する．第61回日本小児アレルギー学会学術大会　
名古屋　2024, 11.

107 八木久子，二村昌樹，長尾みづほ，手塚純一郎，大嶋勇成， 吉原重美，滝沢琢己：小児気
管支喘息治療・管理ガイドライン2023の認知度と改訂点に関するアンケート調査．第61回
日本小児アレルギー学会学術大会　名古屋　2024, 11.

108 仁後綾子，吉田幸一，草川剛，福田啓伸，堀向健太，山出史也，川崎洋平，米倉修二，吉
原重美，下条直樹：実臨床での小児ダニ舌下免疫療法の継続率及び効果に関する全国調査　
舌下免疫療法導入時の患者背景について．第61回日本小児アレルギー学会学術大会　名古
屋　2024, 11.

109 福島啓太郎：小児血液・がん治療における真菌感染症対策．第68回日本医真菌学会学術集
会　京都　2024, 11.

110 福島啓太郎，鈴木重成，山崎駿，石川洵，佐藤雄也，白石秀明：前房水のβ-D-グルカン
測定が診断に有用であったアスペルギルス眼内炎．第56回日本小児感染症学会総会・学術
集会　長崎・Web　2024, 11.

111 藤田雄治：小児免疫疾患診療における小児科と口腔外科の連携．第36回日本小児口腔外科
学会総会・学術大会　宇都宮　2024, 11.

112 吉原重美：小児の花粉・食物アレルギー症候群（PFAS）．第36回日本小児口腔外科学会
総会・学術大会　宇都宮　2024, 11.

113 石﨑郁絵：一過性冠動脈拡張を認めた小児多系統炎症性症候群の2歳男児例．栃木県小児
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科医会学術講演会　宇都宮・Web　2024, 11.
114 吉原重美：小児気管支喘息実態調査2023結果報告～最新の大規模調査結果からひも解く本

邦の小児喘息の実態と課題～．小児吸入療法全国講演会　Web　2024, 11.
115 吉原重美：保育園における食物アレルギーの現状と対応について．令和6年度県東部地区

保育研究会　真岡　2024, 11.
116 渡邉直人，荒井一徳，福田啓伸，宮本学，吉原重美：高校生におけるタバコ自動販売機の

認識とタバコ対策意識との関係の検討．第18回日本禁煙学会学術総会　米子　2024, 11.
117 別納弘法，石田和俊，下田海生，木島敏樹，福島篤仁，豊田茂，吉原重美，釜井隆男：「当

院における過去10年の術前検査で判明した梅毒症例」から今後の梅毒対策を考える．第63
回栃木県総合医学会　Web　2024, 11.

118 白石秀明：VNS適応を考える．宮城県小児科VNSセミナー　仙台　2024, 12.
119 白石秀明，阿久津博義，岩田佳代子，齋藤正子，野村好平，角拓真，森永裕介，宇塚岳夫，

今高城治，福田暁子：定位的頭蓋内電極留置術を併用したてんかん原性神経膠腫切除術の
施行．第52回獨協医学会学術集会　壬生　2024, 12.

120 Osone S, Fukushima K, Mori N, Ishihara T, Sakaguchi H, Suenobu S, Sato A, Okamoto Y, 
Tanaka K, Maeda M, Kamibeppu K：デキサメタゾンを含む急性リンパ性白血病の再寛解
導入療法における精神系有害事象−JCCG DEPSY-19研究−．第66回日本小児血液・がん
学会学術集会　京都　2024, 12.

121 Nanjo Y, Sato A, Suzuki T, Fukushima K, Morimoto A, Nagasawa M, Iguchi A, Hirayama 
M, Tauchi H, Yasui M, Kato I, Koike T, Hino M, Yabe T, Hashii Y：小児造血細胞移植患
者の生ワクチン接種後抗体価陽性化に関連する因子の検討．第66回日本小児血液・がん学
会学術集会　京都　2024, 12.

122 奥谷真由子，小山さとみ，石川洵，黒﨑和典，今高城治，佐藤雄也，白石秀明：成長率の
異常から早期発見の可能性があった脳腫瘍の2例．第66回日本小児血液・がん学会学術集
会　京都　2024, 12.

123 加藤正也：花粉・食物アレルギー症候群（PFAS）の対応．第12回栃木県小児アレルギー
エデュケーターセミナー　壬生・Web　2024, 12.

124 飯田美穂，関根佳織，櫻井亮佑，菅原沙織，石井純平，有賀信一郎，國分文香，宮本健
志，白石秀明：大動脈縮窄症を合併した極低出生体重児の1例．第18回栃木県循環器研究
会　宇都宮　2024, 12.

公開講座
１　吉原重美：保育園におけるアレルギー・アナフィラキシーの対応について．令和5年度第4

回保育士部会研修会（栃木県保育協議会主催）　宇都宮 2024, 1.
２　吉原重美：栃木県におけるアレルギー疾患医療拠点病院の取り組み．令和5年度医療従事
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者を対象としたアレルギー疾患に関する研修会　高知・Web　2024, 2.
３　吉原重美：みんなが知りたい食物アレルギーの話．第30回アレルギー週間市民公開講座　

患者さんとご家族のためのアレルギーのお話　東京・Web　2024, 2.
４　吉原重美：学校給食における食物アレルギーについて．学校給食における現代的課題に対

応したスキルアップ研修会　Web　2024, 3.
５　吉原重美：児童・園児におけるアレルギー対応について．令和5年度学校医研修会（栃木

県医師会主催）　宇都宮（Web開催）　2024, 3.
６　吉原重美：食物アレルギーの理解と対応について．令和6年度食物アレルギー対応研修会（日

光市立今市第3小学校）　日光　2024, 4.
７　吉原重美：食物アレルギーの理解と対応．令和6年度食物アレルギー対応研修会（鹿沼市

立北中学校）　鹿沼　2024, 4.
８　吉原重美：学校給食における食物アレルギー対応．第24回2024年夏季講習研修会（関東学

校給食サービス協会主催）　大宮　2024, 7.
９　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識と緊急時の対応．日光市教育委員会主催食物アレル

ギー研修会　日光　2024, 7.
10　吉原重美：学校給食における食物アレルギー対応．令和6年度イートランド食物アレルギ

ー研修会　宇都宮　2024, 7.
11　吉原重美：学校における食物アレルギーの現状とその対応．2024年度食物アレルギー対応

研修会（栃木市立大平東小学校）　栃木　2024, 7.
12　吉原重美：最近の食物アレルギーの現状と緊急時の対策について．令和6年度食物アレル

ギー対応全体研修会（栃木県教育員会主催）　宇都宮　2024, 7.
13　吉原重美：学校における食物アレルギーの現状とその対応．栃木市立都賀中学校対応研修

会　栃木　2024, 7.
14　吉原重美：食物アレルギーと緊急時の対応．令和6年度壬生町教育委員会主催食物アレル

ギー研修会　壬生　2024, 8.
15　吉原重美：アレルギー疾患の理解・保育所におけるアレルギー対応ガイドライン．令和6

年度第5回保育士等キャリアアップ研修　宇都宮　2024, 9.
16　吉原重美：学校の食物アレルギー・アナフィラキシー対応の現状と課題．令和6年度文部

科学省補助事業　アレルギー講習会（日本学校保健会主催）　札幌　2024, 9.
17　吉原重美：学校におけるアレルギー疾患に対する取組．令和6年度文科省健康教育指導者

養成研修　Web　2024, 10.
18　吉原重美：アレルギー疾患の理解・保育所におけるアレルギー対応ガイドライン．令和6

年度第6回保育士等キャリアアップ研修　宇都宮　2024, 11.
19　吉原重美：保育園における食物アレルギーの現状と対応について．令和6年度第3回保育士

研修会（栃木県日本保育協会主催）　宇都宮　2024, 12.
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監修・編集等
１　吉原重美：健やか間違い探し　第4回「体温調節」．吉原重美監修，Happy-Note2024年特

別増刊号，ミキハウス子育て総研株式会社，2024, 1.


